
１９７７年１２月３日第３種郵便物認可(毎月18回 1･2･3･5･6･7 の日発行) ２００９年７月３０日発行ＳＳＫＰ増刊通巻4194号はばたけだよりNO.１０６ 

 
                              編集 社会福祉法人おおぞら会 ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ 

                                         編集責任者  三浦 明雄 
        

〒181-0014 東京都三鷹市野崎３－１７－９ 

 

                         
      ℡ 0422-32-3234 FAX 0422-32-3274 

                                          URL http：//habatake.jp/ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪おおぞら会後援会総会≫ 場所:はばたけ食堂 

新緑のまぶしい 5 月 30 日(土)に、社会福祉法人おおぞら会の後援会総会が行われました。近年は、利用 
者・職員による劇やもちつき会などの企画が行わるようになり、利用者・家族・職員・関係者など、多くの 
人が参加する総会になっています。 

今回は、はばたけ自治会と職員の共同企画でもちつき大会が行われ、総会の気分を盛り上げました。また 
総会には清原慶子三鷹市長も来賓として出席してくださり、応援のメッセージをくださいました。総会後の 
懇親会では、ご近所の「リサイクル市民工房」吉沼さんによるバナナの叩き売りや、各班の活動スライド 
ショーなどで大いに盛り上がりました。 

後援会員並びに関係者の皆様、お忙しい中のご出席本当にありがとうございました！ 
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 武蔵野市 日中一時支援事業  

『サポートネットあすは』で始動！ 

 ＊日中一時支援事業って？ 

 この事業は、障害者自立支援法に位置づけられた市町村事業のひとつです。「放課後の余暇支援」

「介護者（家族）の就労支援・負担軽減」「緊急の一時預かり」などを目的として、障がいのある人

たちに日中活動の場を提供します。 
   

 ＊『あすは』がこの事業をはじめたきっかけは？ 
 事業所が足りなくて困っている家庭があふれていたため、サポートネットあすはのある武蔵野市

では、なんとかこの事業をやってくれる事業所を探していました。そこで、移動支援（ガイドヘル

プ）事業で実績のある『サポートネットあすは』にも声がかかりました。 
 現状でも放課後の時間にガイドへルパーを利用する子どもたちもおり、あすはを運営する中でも

その必要性は見えており、障がいのある人たちのライフサイクルを支えるために必要な事業を整え

ていきたいという法人の思いと重なり、今回の事業開始に至ったのでした。 
 

＊事業開始！…２カ月で見えてきたこと 
  定員１５名（１日あたり３名）でのスタート。現在の登録者は７名です。送迎車１台の運行で行

なっているため、違う学校からのお迎えが重なるとスムーズにいかないこともありますし、ひとり

週に１回という利用制限もあるなかでは、十分な放課後支援として要望に応えきれていない現状も

ありますが、問い合わせも多く関心・ニーズの高さは感じられます。 
しかし、実際に事業を進めていく中で、障がい児童だけが集う場所があればよいのか…というと、

それにも疑問を感じています。子どもたちが互いを認め合い、尊重しあうことを自然に学び心を育

むことのできる機会として、本来は障がいの有無で分けるのではなく、『一緒に遊ぶ場』があること

が大切なのではないかという思いも持ちます。事業を行なう中で見えてきたことを新たな糧にして、

今後、武蔵野市とも協同して、子どもたちの育ちの場が広がるよう一緒に考えていけたらと思いま

す。 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
 
   
   
   
  おじゃましたこの日は水曜日。利用者は２名で、 

調布と小金井の２つの特別支援学校にお迎えに 
行きました。 
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                         あすはに着いたら、ひとやすみ…。おやつを食べて、 
                         お散歩に行ったり、コミュニティバスめぐりをしたり、

たのしいひとときを過ごします。 
                          それぞれお迎えがきて…１８:００には終了です。 

     
          

 
ぼくの 
おやつあげる

定 員 ：１５名（１日あたり３名） 
   武蔵野市に在住する小学生～中学生 

利用日数：週１回（１４:３０～１８：００） 
場 所 ：サポートネットあすは２階  

登録・お問い合わせ 
サポートネットあすは 武蔵野市関前２－５

－１４ 

先生 
さようなら 
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前回から始まった新企画コーナーの第２回目は、“パン”です！おやつの菓子パン 

からトーストの食パンなど日々の生活に欠かせないパンですが、今回は、はばたけの 

クッキ―を置かせて頂いている深大寺の“ホームベーカリーぱぱん”の店長高野さん 

にお話を伺いました。 

 高野さんがパンづくりの世界に入ったのは今から約２５年前、個人経営のパン屋に 

修行で飛び込んだそうです。製菓学校で学ぶのではなく直接修行に入ったため、最初 

のお店では店主のお爺さんの作業を“見る”ことから始まり、徐々に生地に触れるよ 

うになり、生地の温度などや発酵・焼き加減などを“身体で”叩き込んでいったという 

ことです。そして多くの店で８年ほど修行を重ね、１９９６年に現住所の深大寺に 

“ホームベーカリーぱぱん”をオ―プンしました。今年で１５年目になるとのことです。 

 そんな高野さんに毎日のお仕事をお伺いしましたが、起床は何と・・毎朝２時です！ 

そして２時半には生地の仕込みに入るそうです。これには本当に驚きました。そして休憩時間 

を除くとお店の開店から閉店の午後７時前まで、お店の奥の厨房で黙々とパンをつくっていき 

ます。立ち作業で１６時間を超える激しい毎日ですが、高野さんは「身体に浸み込んでいるから 

大丈夫です！」と語っていました。現在ぱぱんさんで販売しているパンは約６０種類。 

高野さんのおススメは、食パンとフランスパンです。「ウチのおススメは食パンとフランス 

パン、特に大事につくっています。また食パンはフライパンで中火より弱めで焼くとトース

ターとはまた違って旨いですよ。」と美味しい焼き方も教えてくれました。またパンへの思

いについては「“こだわり”という言葉はそんなに好きではないです。美味しくつくれれば

いいと思っています。何よりも安くてみんなが買いやすいものをつくっていきたいです。普

通のものを使って美味しいものをつくるのがいいんですよ。」と穏やかに語っていました。

買う人たちのことを考えてくれる高野さんのあたたかい思いが伝わってきました。またはば

たけのクッキーも置かせて頂きいつもありがとうございます！ そんな高野さんの趣味は

“カメラ”です。お店に入ると子どもたちの可愛い写真がたくさん飾ってありますが、すべ

て高野さん自身が撮影されているとのことです。パンとカメラとこどもを愛する高野さん、

いつも美味しいパンをありがとうございます。これからも応援しています！！ 

 

 

今月はこの商品☆ 

たまねぎ染めの手織りコースター         
  

 

 

 

 

 

１つ１つ丁寧に織り上げたアースカラーのコースター、糸を玉ねぎの皮で染めるところから始まります。手織り、手染めならではの風合いも

いい味になっています。これからの季節、きいろが透明のグラスに涼しげです。自然素材でグラスのしずくもしっかりキャッチ！！ 

                          ＊香草亭のほかに「星と風のカフェ」「C-cafe」などでお買い求めいただけます。 
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●はばたけの自治会活動について 

今回は、はばたけの自治会活動についての報告です。その前に“自治会” とい 

う言葉を聞いたことがありますか？辞書を引くと“自治”＝“自分（たち）のこと 

を自分で処置すること”とあります。つまり自治会とは、“自分たちで自分たちの 

ことを考えていく会”ということになります。はばたけの自治会活動はこのような 

趣旨をもって10年前から活動を行っています。これまで自分たちで外出を企画す 

る“興味別外出”や、生活する中で自分たちが感じる悩みや疑問などについて話し 

合ってきました。そして昨年度には「自治会役員を挙手で決めているけど、毎年同 

じ顔ぶれで募集しても名乗り出ない。こんなことでいいのか？」という前役員の強 

い提案から、“無記名投票選挙”を実現しました。そして投票で選出された５名と引 

き継ぎで残った２名の７人が役員となり、新態勢での自治会活動がスタートしました。 

                                             資料：はばたけ自治会の状況 

●はばたけ自治会の状況（昨年度から）

０８年3月 前役員が無記名投票選挙を提案

     8月 無記名投票選挙を実施 

       新役員が決定。年間計画を提案

    9月 防災についての話し合い 

０９年1月 新年もちつき大会を実施 

    2月 「名前の呼びかた」を考える 

    4月 仕事についてのアンケート 

       仕事の会を開催 

    5月 はばたけアンケート実施 

    6月 役員の任期延長を提案 

●自治会の新企画！“仕事の会” 

 役員会では最初に１年の活動計画を立て、「10月は旅行の感想、11月はクリ

スマス会の実行委員を募集しよう」といった具合に年間の予定を考えていきま

した。その中で“自分たちのことを考えていくきっかけ”として職員が「はば

たけのメンバーで就労している人のことをテーマにして、仕事のことを話し合

ってみたらどうだろう？」と提案しました。そして役員会でも話し合いを進め

ていく中で「“仕事の会”を通してみんなが仕事に興味をもてればいいんじゃ

ないかな」「会を通じて一人でも仕事をやってみたいと思えればいいと思う」

と、目的を確認して仕事の会の準備が始まりした。 

 

●現場に取材！アンケート実施、そして仕事の会の開催へ 

こうして始動した仕事の会、第1回目は調布市の「夢ある街のたいやき屋さん」に就労しているやはらさんに話を聞こうと

いうことになりました。そして企画を考えていく中で「実際に仕事をしている様子をみんなに見せることができたらいいな」

「それじゃビデオやカメラをもってお店に取材に行ってみよう！」「取材に行けばたいやきも買えるかも！？」など、活発な

意見が役員からたくさん出てきました。そこでお店にお願いをして撮影取材を敢行！たいやきの餡づくりや生地づくりに励む

矢原さんをビデオで撮影。さらに、「仕事の会をやる前と後で、みんなの意見に違いがあるか聞きたい」という意見から“仕

事の会アンケート”を実施しました。①興味のある仕事はありますか？②はばたけの仕事は好きですか？といった項目に沿っ

て記入されたアンケートは役員で集計を行い、結果の一覧表をパソコンで作成しました。この一覧表もパソコン入力が得意な

役員が行なうなど、役員それぞれが得意なことを活かしながら会をつくりあげていきました。 

そして迎えた「仕事の会」。メンバーからは、「とても美味しそうでカスタードのたいやきが食べたくなってしまいました」

「動いたりかきまぜたりするのが大変そう」「一人のときにお客さんが来たら対応はどうしますか？」などの質問や感想が挙

がりました。取材で撮影したやはらさんやお店の映像を見ることでメンバーの関心も高まり、みんなが「考える」機会となり

ました。 

活動を通じて見えてきたもの・・  

こうして準備に約４ヶ月の期間を経て実現した仕事の会ですが、「一からのスタートだった 

けどうまくいってよかった」「やはらさんを見て、仕事をやることはやっぱり大変だなと思った」 

といった意見が、準備を進めてきた役員からも挙がってきました。会を開くことの大変さや、 

自分の身に置き換えて感じること･･単に話を聞くだけではなく自分たちで準備や企画をするか 

らこそ、実感できる思いがあるように思いました。「人の気持ちを聞く」「どうやったら相手に 

伝わるか考える」「自分たちでやってみたいことを実行してみる」…仕事の会を通し、自治会の 

運営に大切な要素が役員･メンバーに積み重なっていることを、見守る職員も実感しました。 
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 「クッキー班で仕事をしたい…」 

                                   施設内実習･･･クッキー班 編 
 

  「今年度はどの班に所属したいですか」「どんなことをがんばりたいですか？」「不安に思っていることは 
ありますか？」…はばたけでは、年度の変わり目に利用者のみなさんにアンケートをとります。みなさん 
がどんなことを望んでいるのか…はばたけでは個別面談や班ミーティング、自治会などひとつひとつの声 
を拾う機会を大切にしています。その中で必ず行なうのが、年度始めのアンケートです。 

   さて今回、顕著にあらわれたのは『クッキー班に入りたい！』という希望の増加です。今まで「クッキー 
は大変そう」など、むしろ敬遠されがちだったのですが、今年はなんと６名の希望者が出たのです。 
その理由は…クッキー班が、今年度から『仕事』としての位置づけを明確にしたことでした。作業時 

間を実態にあわせ延長し、工賃は独立採算方式にして時給単価に引き上げました。時間も増えて大変に

なったのですが、やりがいの見える作業環境に「挑戦してみたい！」という意欲がわいてきたのです。 

今の作業室はとても狭く、これ以上の人数を受けきれない状況なのですが、皆さんの「挑戦したい！」

という気持ちを大切にしたいということと、今後の事業展開などに向けての可能性を探る意味でも実 

際に試す機会をつくろうと実習を行なうことになりました。 

 

   理由はいろいろ…「お給料がたくさんほしいから」 

「体調のことで一旦やめたけど、 

もう一度やりたい」 

「友達と同じ仕事をやってみたいから」 

   目標もいろいろ…「焼きの仕事をしてみたい」 

「生地づくりをしたい」 

 

  「２週間がんばり通せるかな？」「朝、早い時間で間に合うかな？」…実は職員や家族のほうが、不安 

いっぱい。そんな心配をよそに当の実習生たちは意気揚々と希望を胸に、背すじもピン！ 

さあ、それぞれ２週間の実習のスタートです！ 

   クッキー班の仕事は、他のてすきや手織りの作業と違い、出勤時間はもちろん、手洗い・身だしなみ・ 

長時間の立ち仕事…と今までと違う課題が出てきます。それでも、実習ではそのひとつひとつを実感し 

てもらうために、クッキー班のメンバーと変わらず行なってもらいました。それは、クッキー班のメン 

バーにとっても自分たちの仕事を再確認するきっかけとなり、自分の仕事を教えることで自覚や自信も 

湧き、お互いにとって良い機会となりました。 
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   扉の外から見ていた世界と、足を踏み入れたときの実感は少なか 

シール貼りって 
むずかしいな･･･ 

クッキー班の人たちは

仕事がはやくてすごい

と思いました。 

クッキ―班の人たちが熱心

だった。 
遊んでる時と違ってびっく

朝起きるのが大変でし

た。（立ち仕事で）足が

痛かったです。 

らず違うものです。こちらが勝手に判断するのではなく、自分自身で  「量りの数字をよく見てね」「はい！」 

実感し納得していく過程は、やりがいや自分の人生をみつけていく上 

でとても大事なことです。それは、「うまくいくことばかりではない」ということも含めての経験です。 

はばたけに通う人たちの多くは、今までそんな『チャンス』や『経験』を積む機会が少ないまま、こ 

こにやってきました。はばたけは、それができる場でありたいと思っています。利用者の人たちが迷い 

ながらも自分で人生を描いていけるよう、またそれをサポートできるようにしていきたいと思っています。 
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5 月 30 日の土曜日、2009 年度後援会総会を開催いたしました。昨年に引き続き、来賓として清原

三鷹市長がご参加下さりました。おおぞら会理事長との古くからのお付き合いもあって駆けつけて下

さり、人と人との縁・つながりについてお話いただきました。また、はばたけ作業所時代から活動を

ご支援いただいている高嶺様へ、おおぞら会より感謝状を贈呈させていただきました。高嶺様と私た

ちのつながりも、地域に開いた活動という視点がなければ生まれなかったものです。地域交流を目指

すおおぞら会にとって、核となるのはやはり「人」なのだとあらためて思いました。 

総会は懇親会も含めて大変盛り上がり、利用者・ご家族の皆様、職員、理事・評議員の方々…多く

の方のご参加と明るい笑顔を見ることができました。これからもみなさんと一丸となって活動してい

きたいと思います。法人の事業は今後さまざまな展開が検討されており、その中でより多くの方々の

応援が必要となります。後援会会員の皆様、改めてご協力をお願い申し上げます。  

おおぞら会後援会会長 吉野 壽夫 

 
清原三鷹市長さま 
お忙しい中ご来場

くださり、誠にあり

がとうございまし

た！ 

 

 

 

 

 

高嶺さまへ 感謝状を贈呈！ 
日頃よりのご支援ありがとうございます 

 

 

 

項目 実績額 項目 実績額 項目 実績額 項目
会費収入 1,038,000 事務費支出 173,950 会費収入 1,050,000 事務費支出
寄付金収入 106,174 活動事業費 0 寄付金収入 102,000 活動事業費
事業収入 726,553 寄付金支出 2,001,000 事業収入 848,000 寄付金支出

物品販売 65,165 物品販売 113,000

バザー 661,388 バザー 735,000

雑収入 2,900 雑収入 1,000
利息収入 3,593 支出計 2,174,950 利息収入 3,000 支出計
前期繰越金 1,875,658 次期繰越金 1,577,928 前期繰越金 1,577,928 次期繰越金

合　　計 3,752,878 合　　計 3,752,878 合　　計 3,581,928 合　　計

会計監査 岡田恭二

会計監査 大沢和子

2009年4月17日

2009年度　おおぞら会後援会収支

（2009/4/1～2010/3/31）

収入の部 支出の部

2008年度　おおぞら会後援会収支報告書

（2008/4/1～2009/3/31）

収入の部 支出の部

実績額
164,000

0
2,000,000

2,164,000
1,417,928

3,581,928

予算書
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★後援会新規ご入会・ご更新（敬称略）★ 

個人１５７名、法人３団体の方々からご入会・ご更新をいただきました。 
ありがとうございました。 
 
★後援会へのご寄付（敬称略）★ ★法人・施設へのご寄付（敬称略）★ 

個人１４名の方から、後援会へのご寄付をいただきました。 個人９名、法人１法人の方々から、法人・施設へのご寄付をい
ただきました。 ありがとうございました。 

 ありがとうございました。 
  

 

（以上 5/1～7/10 分） 皆様 ありがとうございました。後援会費、ご寄付は大切に活用させていただきます。 



1977 年 12 月 3日第 3 種郵便物認可(毎月 18 回 1･2･3･5･6･7 の日発行)2009 年 7 月 30 日発行ＳＳＫＰ増刊通巻 4194 号はばたけだよりＮＯ.１０６ 

 

活動日誌  5 月 1 日（水）～7 月 31 日（金）まで 

       

5 月 10（日） 味の素スタジアム感謝デー（販売） 7 月 3（金） 消防訓練 

  12（火） 健康個別相談  8（水） 保健所健診 

  17（日） こどもまつり → 中止  14（火） 健康個別相談 

  22（金） スプリングハイク → 中止  18(土） みたか寄席 

  29（金） 自治会   調布特別支援学校夏祭り（販売） 

  30(土) 評議員会・理事会、後援会総会  19（日） 府中朝日特別支援学校夏祭り 

  職員会議 8(金） 29（金）   （販売・ルーキーズ） 

     22（水） 保健所健診 

6 月 11（木） 家族懇談会  23（木） ハピネスセンター館まつり（販売） 

  15(月） 健康個別相談  29（水） 社会教育プール 

  17（水） 嘱託医健診  30（木） 社会教育プール 

  19（金） 自治会  31（金） 自治会 

  28（日） ルーテル教会バザー（販売）     

  29（月） 臨時理事会  職員会議 10（金）24（金） 

        

  職員会議 12(金) 26(金)     

        

    

  

   

◎来訪された方々（6 月 30 日現在） 

   TKC・櫻井様   ミュージックボランティア協会・櫻井様   健康ｾﾝﾀｰ・笠原様  社会福祉法人巣立ち会様 

   とも企画設計様   つばさ訪問看護ステーション様   小川クリニック・小川様   ＳＥＣエレベータ様 

  （株）東京ライフサービス様  浅野ガラス様  鴨下様  アビグローバル・平田様 ルーテル学院大学様 

◎実習生の方々（社会福祉援助技術実習・介護等体験・養護学校進路実習） 

   ルーテル学院大学・岡安様   

   高坂様  鈴木様  藤田様  南様  小柳様 

 

 

 

 

最近気になった記事ベスト３▼①職員の平均年収「700 万円超」１割②ふるさと元気通信－幸せは手に 

届くところに③病児保育 NPO・フローレンスの駒崎弘樹代表が語る▼①は、日経新聞 6/14 の記事。三鷹 

市は上位から 10 番目に入っていて、平均年収は 781 万円。平均年齢は 43.3 歳、トップ 10 の中で最も若い。

いい仕事をするには相応しい給与が必要。でも、自分の給料と比較すると心境は“微妙”▼②は、朝日新 

聞コラムの記事。鹿児島県にある集落｢柳谷｣、通称「やねだん」の話。特産のサツマイモを栽培して焼酎 

「やねだん」をつくり、その売上で集落の緊急警報装置を整備するなど行政に頼らないまちおこしを住民 

300 人が一丸となって行っている。仕掛け人は、一度は東京の銀行に勤めＵターンした豊重さん。住民の 

結束を固めるために、村を離れ都会で暮らす娘や孫のメッセージを有線放送で流すなど仕掛けが見事▼③ 

は、病時保育問題の解決を NPO で挑戦している。代表の駒崎さんの著書「社会を変えるを仕事にする」を 

ぼくも読んでいるのだが、ぼくのようなおじさんが見ても姿かたちは勿論、やっていることがかっこいい。

ＨＰをみると“病児保育憲章”も載っていて、自分の仕事を楽しくうれしくやろうという姿勢と視点の革新

性が目をみはる▼3つの記事のキーワードは、「人財」と「多様性」。常に新しい発想がなければ、市民協働

もままならない。 

                                      （みうら あきお） 
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    ☆回収できないもの☆ 

     電化製品・家具・ふとん・人形・書籍（百科事典などを含む） 

     使用済みスポーツ用品・使用済み食器など･･･ 

     その他、シミ・カビ・キズ・汚れのひどい商品は回収できませんので、ご了承下さい 

 

    ☆市内・近隣地域へは回収にお伺いします！☆ 

お気軽に 

お電話ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

               

 

 

［編集後記］ 

毎年暑くなると体重が落ちてきますが、今年は梅雨入り前から減量…これは仕事の疲れか～と思いきや、春先に始めた自転車通勤の 

効果でした。片道 30 分、結構な運動量かも。巷ではガソリン高やエコ等の影響で、ちょっとした自転車ブームが来ているようです。 

皆さんも自転車、いかがですか？ これからも続けるつもりですが、この猛暑に果たして勝ち続けることができるか…！？（中野） 

発行 障害者団体定期刊行物協会 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-26-21 

企画・編集 ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ 編集責任者 三浦明雄 編集委員長 伊東暁子 編集委員 卜部禎生 中野昭精〔頒価 50 円〕 
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（単位：円）

授産会計基準 授産会計基準 社福会計基準 社福会計基準 社福会計基準

法人本部 知的通所授産 共生介護・援助 居介・移動 短期入所

本部 はばたけ なかまの家 あすは さくら

授産事業収入 3,916,000 3,970,821 0 3,970,821 0 0 0 101.4%

授産事業収入計 (1') 3,916,000 3,970,821 0 3,970,821 0 0 0 101.4%

授産事業支出 5,816,000 5,940,388 0 5,940,388 0 0 0 102.1%

授産事業支出計 (2') 5,816,000 5,940,388 0 5,940,388 0 0 0 102.1%

-1,900,000 -1,969,567 0 -1,969,567 0 0 0 1

利用料収入 132,186,900 127,967,600 0 64,560,682 24,287,824 37,388,674 1,730,420 96.8%

事業収入 0 929,208 0 0 0 929,208 0

私的契約利用料収入 1,491,000 1,658,680 0 0 0 1,658,680 0 111.2%

事業収入 1,150,000 221,700 0 0 0 221,700 0 19.3%

経常経費補助金収入 8,811,000 11,354,559 0 9,758,509 0 1,596,050 0 128.9%

寄附金収入 5,170,000 5,151,200 4,855,000 22,000 0 274,200 0 99.6%

雑収入 2,492,000 2,168,415 893,225 1,042,481 139,152 78,885 14,672 87.0%

借入金利息補助金収入 770,000 770,000 0 770,000 0 0 0 100.0%

受取利息配当金収入 137,000 139,019 99,827 25,846 6,442 6,743 161 101.5%

会計単位間繰入金収入 5,000,000 5,000,000 0 0 0 2,500,000 2,500,000 100.0%

経常収入計 (1) 157,207,900 155,360,381 5,848,052 76,179,518 24,433,418 44,654,140 4,245,253 98.8%

人件費支出 109,806,000 108,632,442 357,740 55,916,242 10,258,527 38,390,608 3,709,325 98.9%

事務費支出 24,314,100 21,527,166 2,844,873 8,063,219 5,413,861 4,712,385 492,828 88.5%

事業費支出 13,254,000 10,963,841 0 7,477,595 2,866,090 69,006 551,150 82.7%

借入金利息支出 770,000 770,000 0 770,000 0 0 0 100.0%

会計単位間繰入金支出 5,000,000 5,000,000 5,000,000 0 0 0 0 100.0%

雑損失 0 79,871 0 47,264 32,607 0 0

経常支出計 (2) 153,144,100 146,973,320 8,202,613 72,274,320 18,571,085 43,171,999 4,753,303 96.0%

4,063,800 8,387,061 -2,354,561 3,905,198 5,862,333 1,482,141 -508,050 206.4%

固定資産売却収入 400,000 391,011 0 0 0 391,011 0 97.8%

施設整備等収入計 (4) 400,000 391,011 0 0 0 391,011 0 97.8%

固定資産取得支出 1,155,000 1,299,481 0 730,970 20,000 391,011 157,500 112.5%

施設整備等支出計 (5) 1,155,000 1,299,481 0 730,970 20,000 391,011 157,500 112.5%

-755,000 -908,470 0 -730,970 -20,000 0 -157,500 120.3%

借入金元金償還補助金収入 3,500,000 3,500,000 0 3,500,000 0 0 0 100.0%

積立預金取崩収入 1,000,000 1,000,000 0 1,000,000 0 0 0 100.0%

財務収入計 (7) 4,500,000 4,500,000 0 4,500,000 0 0 0 100.0%

借入金元金償還金支出 3,500,000 3,500,000 0 3,500,000 0 0 0 100.0%

投資有価証券取得支出 9,000 15,800 0 10,000 5,800 0 0 175.6%

財務支出計 (8) 3,509,000 3,515,800 0 3,510,000 5,800 0 0 100.2%

991,000 984,200 0 990,000 -5,800 0 0 9

2,399,800 6,493,224 -2,354,561 2,194,661 5,836,533 1,482,141 -665,550 270.6%

43,126,064 13,202,782 26,239,457 2,560,859 1,047,705 75,261

49,619,288 10,848,221 28,434,118 8,397,392 2,529,846 -590,289

平成２０年度　社会福祉法人おおぞら会　資金収支計算書

(自)　平成 20年 4月 1日  　 (至)　平成 21年 3月31日

勘定科目 決算額合計予算額合計

授
産
事
業
収
支

収
入

支
出

授産事業活動資金収支差額 (3')=(1')-(2')

支
出

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5)

経
常
活
動
収
支

収
　
入

支
　
出

経常活動資金収支差額 (3)=(1)-(2)

予算
執行率

当期資金収支差額合計 (10)=(3)+(6)+(9)+(3')

前期末支払資金残高 (11)

当期末支払資金残高 (10)+(11)

財
務
活
動
収
支

収
　
入

支
　
出

財務活動資金収支差額 (9)=(7)-(8)

整
備
収
支

収
入

03.7%

9.3%
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（単位：円）

授産会計基準 授産会計基準 社福会計基準 社福会計基準 社福会計基準

法人本部 知障通授産 共生介護・援助 居介・移動 短期入所

本部 ＡＣはばたけ つなぐなかまの家 ＳＮあすは ＳＳさくら

資産の部

流動資産
　現金 320,736 69,363 171,793 72,084 7,496
　預金 30,153,600 10,567,171 6,489,069 6,334,835 2,802,599 3,959,926
　商品・製品 190,671 0 190,671 0 0 0
　仕掛品 76,920 0 76,920 0 0 0
　原材料 299,299 0 299,299 0 0 0
　未収金 24,749,649 0 13,780,947 4,363,871 6,328,363 276,468
　立替金 442,365 0 385,665 56,700 0 0
　前払金 671,425 0 511,425 160,000 0 0
　経理区分勘定（資金：借方） 15,368,506 492,050 10,160,638 1,650,288 2,854,530 211,000
　仮払金 126,700 0 126,700 0 0 0
固定資産
　基本財産
　　建物 81,070,458 0 81,070,458 0 0 0
　　建物附属設備 26,011,570 0 26,011,570 0 0 0
　その他の固定資産
　　建物 22,709,764 0 315,022 17,170,474 515,454 4,708,814
　　建物附属設備 7,300,949 0 1 7,300,948 0 0
　　構築物 4,383,549 0 4,383,549 0 0 0
　　機械及び装置 682,117 0 682,117 0 0 0
　　車輌運搬具 1,765,168 0 1,567,951 0 197,217 0
　　器具及び備品 2,323,462 0 817,511 889,007 282,563 334,381
　　権利 152,880 0 152,880 0 0 0
　　ソフトウェア 0 0 0 0 0
　　投資有価証券 15,800 0 10,000 5,800 0 0
　　移行時特別積立預金 4,372,760 0 4,372,760 0 0 0
　　授産移行時特別積立預金 435,039 0 435,039 0 0 0
　　その他の積立預金 24,031,606 24,031,606 0 0 0
　　その他の固定資産 31,990 0 11,990 20,000 0 0

資産の部合計 247,686,983 35,090,827 151,921,545 38,123,716 13,052,810 9,498,085

負債の部

流動負債
　未払金 6,034,006 0 2,217,162 1,403,175 2,351,338 62,331
　預り金 640,596 0 283,557 203,000 154,039 0
　前受金 170,585 0 12,585 158,000 0 0
　経理区分勘定（資金：貸方） 15,368,506 211,000 576,385 2,575,920 7,022,353 4,982,848
固定負債
　設備資金借入金 31,500,000 0 31,500,000 0 0 0

負債の部合計 53,713,693 211,000 34,589,689 4,340,095 9,527,730 5,045,179

純資産（資本）の部

基本金
　基本金 35,476,256 0 35,476,256 0 0 0
国庫補助金等特別積立金
　国庫補助金等特別積立金 0 0 53,341,464 20,278,924 0 4,892,913
その他の積立金
　人件費積立金 0 0 0 0 0
　修繕積立金 0 0 0 0 0
　備品等購入積立金 0 0 0 0 0
　移行時特別積立金 4,372,760 0 4,372,760 0 0 0
　退職共済積立金 0 0 0 0 0
　授産移行時特別積立金 435,039 0 435,039 0 0 0
　その他の積立金 24,031,606 24,031,606 0 0 0
次期繰越活動収支差額
　次期繰越活動収支差額 51,144,328 10,848,221 23,706,337 13,504,697 3,525,080 -440,007
　 (うち当期活動収支差額) 6,072,514 -2,354,561 1,671,875 5,714,326 1,556,142 -515,268

純資産の部合計 193,973,290 34,879,827 117,331,856 33,783,621 3,525,080 4,452,906

負債及び純資産の部合計 247,686,983 35,090,827 151,921,545 38,123,716 13,052,810 9,498,085

平成２０年度　社会福祉法人おおぞら会　貸借対照表

(自)　平成 20年 4月 1日  　 (至)　平成 21年 3月31日

勘定科目 合計

0

0
0
0

0

0
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